
(セグメント情報) 

１ 報告セグメントの概要 

(1) 報告セグメントの決定方法 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、取り扱う製品・サービスについての国内および海外の包括的な戦略を立案する複数の事業統括を設置

し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業統括を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「デジタル

コンテンツ事業」、「アミューズメント施設事業」および「アミューズメント機器事業」の３つを報告セグメン

トとしております。 

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

「デジタルコンテンツ事業」は、ユーザー向けのゲームおよびモバイル向けコンテンツの開発・販売をしてお

ります。「アミューズメント施設事業」は、ゲーム機を設置した店舗の運営をしております。「アミューズメン

ト機器事業」は、店舗運営業者等に販売するゲーム機や遊技機等を開発・製造・販売しております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

  

「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度より、退職給付債務および勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務および勤務費用の計算方法を同様に変更しております。 

当該変更による当連結会計年度のセグメント損益に与える影響は、軽微であります。 
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日) 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、キャラクターコンテンツ事業等を

含んでおります。 

   ２．調整額は以下のとおりであります。 

(1) セグメント損益の調整額△3,940百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,940百万

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額29,830百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産29,830百万円

が含まれております。 

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額500百万円は、本社の設備投資額等であります。 

   ３．セグメント損益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 

        (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

連結財務諸
表計上額 
(注)３ デジタル 

コンテンツ 
アミューズ
メント施設

アミューズ
メント機器

計 

売上高                 

  外部顧客への売上高 65,824 10,620 23,160 99,605 2,594 102,200 ― 102,200 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

― ― ― ― ― ― ― ― 

計 65,824 10,620 23,160 99,605 2,594 102,200 ― 102,200 

セグメント損益 4,489 1,617 7,131 13,238 1,001 14,240 △3,940 10,299 

セグメント資産 35,708 6,657 20,083 62,449 4,331 66,780 29,830 96,611 

その他の項目                 

  減価償却費 2,529 998 385 3,913 249 4,162 475 4,638 

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の 
 増加額 

6,227 881 327 7,436 127 7,563 500 8,064 

 

㈱カプコン（9697）　平成27年３月期　決算短信

- 18 -



当連結会計年度(自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日) 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、キャラクターコンテンツ事業等を

含んでおります。 

   ２．調整額は以下のとおりであります。 

(1) セグメント損益の調整額△3,963百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,963百万

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額29,110百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産29,110百万円

が含まれております。 

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,674百万円は、本社の設備投資額等であります。 

   ３．セグメント損益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 

        (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

連結財務諸
表計上額 
(注)３ デジタル 

コンテンツ 
アミューズ
メント施設

アミューズ
メント機器

計 

売上高                 

  外部顧客への売上高 45,351 9,241 7,540 62,133 2,144 64,277 ― 64,277 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

― ― ― ― ― ― ― ― 

計 45,351 9,241 7,540 62,133 2,144 64,277 ― 64,277 

セグメント損益 10,208 940 2,736 13,884 661 14,545 △3,963 10,582 

セグメント資産 50,053 6,315 8,760 65,128 6,534 71,662 29,110 100,773 

その他の項目                 

  減価償却費 1,772 1,006 169 2,949 250 3,199 335 3,535 

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の 
 増加額 

5,103 504 526 6,134 2,368 8,502 1,674 10,177 
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(１株当たり情報) 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．「会計方針の変更」に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項に定める経過

的な取扱いに従っております。 

この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額が４円86銭増加し、１株当たり当期純利益金額に与える影

響は軽微であります。 

   ３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
  

  

   ４．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
  

  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

  

 

  
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日) 

１株当たり純資産額 1,135.91円 1,268.56円 

１株当たり当期純利益金額 61.11円 117.67円 
 

項目   
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

純資産の部の合計額 (百万円) 63,875 71,331 

純資産の部の合計額から控除する金額 (百万円) ― ― 

普通株式に係る期末の純資産額 (百万円) 63,875 71,331 

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
期末の普通株式の数 

(千株) 56,233 56,229 
 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
至 平成27年３月31日) 

当期純利益 (百万円) 3,444 6,616 

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ― 

普通株式に係る当期純利益 (百万円) 3,444 6,616 

普通株式の期中平均株式数 (千株) 56,377 56,231 
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５．その他 

（１）役員の異動 

①  退任予定取締役 

取締役      阿部  和彦 

取締役      山下  佳文 

取締役      一井  克彦 

  

②  退任予定日 

平成27年６月12日開催予定の第36期定時株主総会終結の時をもって任期満了のため退任 
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